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【 請 求 項 １ 】
　 一 般 式 (VI)の 化 合 物 か ら 製 造 し た 一 般 式 (VII)の 金 属 チ オ ラ ー ト 中 間 体 化 合 物 と 一 般 式 (
IV)の 化 合 物 と を 反 応 さ せ て 一 般 式 (VIII)の 化 合 物 を 生 成 し 、 生 成 し た 一 般 式 (VIII)の 化
合 物 の 保 護 基 を 除 去 し て 一 般 式 (IX)の 化 合 物 を 得 、 そ れ を ハ ロ ゲ ン 化 酢 酸 ア ル キ ル と 反 応
さ せ て 一 般 式 (X)の 化 合 物 を 製 造 し 、 一 般 式 (X)の 化 合 物 を 加 水 分 解 す る こ と を 特 徴 と す る
、 一 般 式 (XI)の 化 合 物 の 製 造 方 法 ：
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[式 中 、 R 1 は 水 素 原 子 、 CF 3 、 又 は ハ ロ ゲ ン 原 子 を 示 し 、 nは 0な い し 5の 整 数 を 示 し 、 R 2 は
水 素 原 子 又 は フ ッ 素 原 子 、 塩 素 原 子 、 -(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 -O(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 -S(C 1
-C 4 )ア ル キ ル 基 、 又 は -N(C 1 -C 4 ア ル キ ル ) 2 基 を 示 し 、 R 3 は テ ト ラ ヒ ド ロ ピ ラ ニ ル 基 、 -(C 1
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-C 4 )ア ル キ ル 基 、 ア リ ル 基 、 又 は シ リ ル 基 を 有 す る 保 護 基 を 示 し 、 R 4 は -(C 1 -C 4 )ア ル キ ル
基 を 示 し 、 X 1 は ハ ロ ゲ ン 原 子 を 示 し 、 X 2 は ハ ロ ゲ ン 原 子 、 又 は 求 核 剤 に よ り 容 易 に 置 換 さ
れ る 脱 離 基 を 示 し 、 Mは リ チ ウ ム イ オ ン 又 は ハ ロ ゲ ン (Cl、 Br、 又 は I)化 マ グ ネ シ ウ ム を 示
す ] 
【 請 求 項 ２ 】
　
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　
【 請 求 項 ５ 】
　 。
【 請 求 項 ６ 】
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式 (XII)の 化 合 物

[式 中 、 R 1 は 水 素 原 子 、 CF 3 、 又 は ハ ロ ゲ ン 原 子 を 示 し 、 nは 0な い し 5の 整 数 を 示 し 、 R 2 は
水 素 原 子 又 は フ ッ 素 原 子 、 塩 素 原 子 、 -(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 -O(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 -S(C 1
-C 4 )ア ル キ ル 基 、 又 は -N(C 1 -C 4 ア ル キ ル ) 2 基 を 示 し 、 R 5 は 水 素 原 子 、 又 は テ ト ラ ヒ ド ロ ピ
ラ ニ ル 基 、 -(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 ア リ ル 基 、 若 し く は シ リ ル 基 を 有 す る 保 護 基 を 示 す ]

R 5 が 、 テ ト ラ ヒ ド ロ ピ ラ ニ ル 基 、 -(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 ア リ ル 基 、 若 し く は シ リ ル 基 を
有 す る 保 護 基 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 化 合 物

R 5 が 、 水 素 原 子 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 化 合 物

R 1 が CF 3 で あ り 、 R 2 が メ チ ル 基 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 一 般 式 (XII)の 化 合 物

　 一 般 式 (V)の 化 合 物 の フ ェ ノ ー ル 基 を 保 護 す る こ と に よ り 一 般 式 (VI)の 化 合 物 を 得 、 一
般 式 (VI)の 化 合 物 か ら 製 造 し た 一 般 式 (VII)の 金 属 チ オ ラ ー ト 中 間 体 化 合 物 と 一 般 式 (IV)
の 化 合 物 と を 反 応 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 一 般 式 (VIII)の 化 合 物 の 製 造 方 法 ：



【 化 ３ 】
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[式 中 、 R 1 は 水 素 原 子 、 CF 3 、 又 は ハ ロ ゲ ン 原 子 を 示 し 、 nは 0な い し 5の 整 数 を 示 し 、 R 2 は
水 素 原 子 又 は フ ッ 素 原 子 、 塩 素 原 子 、 -(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 -O(C 1 -C 4 )ア ル キ ル 基 、 -S(C 1
-C 4 )ア ル キ ル 基 、 又 は -N(C 1 -C 4 ア ル キ ル ) 2 基 を 示 し 、 R 3 は テ ト ラ ヒ ド ロ ピ ラ ニ ル 基 、 -(C 1
-C 4 )ア ル キ ル 基 、 ア リ ル 基 、 又 は シ リ ル 基 を 有 す る 保 護 基 を 示 し X 1 は ハ ロ ゲ ン 原 子 を 示 し
、 X 2 は ハ ロ ゲ ン 原 子 、 又 は 求 核 剤 に よ り 容 易 に 置 換 さ れ る 脱 離 基 を 示 し 、 Mは リ チ ウ ム イ
オ ン 又 は ハ ロ ゲ ン (Cl、 Br、 又 は I)化 マ グ ネ シ ウ ム を 示 す ]
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